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のんびりと

本
と
の
出
会
い
：
●
人
と
の
出
会
い

感
寥
銘
一
｛
ぶ
″
か
げ
ぶ
ラ

　

暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
朝
夕
は
よ
う
や
く
涼

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
日
が
だ
ん
だ
ん
短
く

な
る
こ
れ
か
ら
、
秋
の
夜
長
を
読
書
で
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
か
で
し
よ
う
か
。
今
月
は
市
図

書
館
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

大
野
市
図
書
館
は
昭
和
六
十
年

五
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
今
年
で
十

一
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
開
館
当

初
は
二
万
五
千
冊
だ
っ
た
蔵
書
も

七
万
九
千
冊
（
う
ち
児
童
書
一
万

八
千
冊
）
に
増
え
て
い
ま
す
。
利

用
者
も
年
々
増
加
傾
向
で
す
。

　

図
書
館
は
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
た
く
さ
ん
の
人
に
、
い
ろ
い

ろ
と
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
を

読
ん
だ
り
借
り
た
り
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
新
聞
九
紙
や
九
十
二
種

類
の
雑
誌
も
人
気
の
的
で
す
。

　

二
階
の
学
習
室
は
学
生
た
ち
の

勉
強
に
よ
く
使
わ
れ
、
特
に
テ
ス

ト
期
間
中
や
夏
・
冬
・
春
休
み
は

朝
か
ら
大
盛
況
で
す
。
小
さ
な
子

供
は
、
お
母
さ
ん
だ
ち
と
隣
の
公

園
を
散
歩
し
な
が
ら
池
の
コ
イ
を

見
て
、
図
書
館
で
本
や
紙
芝
居
を

読
ん
で
も
ら
っ
て
大
満
足
で
す
。

　

友
達
と
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
と

し
て
も
最
適
。
約
束
の
時
間
が
過

ぎ
て
も
本
を
読
ん
で
待
っ
て
い
れ

ば
、
い
ら
い
ら
も
解
消
し
ま
す
。

寄
贈
文
庫
や

　

便
利
な
各
コ
ー
ナ
ー

　

図
書
館
に
贈
ら
れ
た
図
書
を
基

に
し
た
文
庫
に
は
、
竹
内
均
氏
か

ら
の
「
竹
内
文
庫
」
、
福
田
一
氏

か
ら
の
「
福
田
文
庫
」
、
ほ
か
に

「
ラ
イ
オ
ネ
ス
文
庫
」
や
外
国
の

絵
本
を
集
め
た
「
リ
ブ
レ
文
庫
」

が
あ
り
ま
す
。

　

水
に
関
す
る
本
を
集
め
た
「
水

の
本
コ
ー
ナ
ー
」
。
水
の
F
大
貧

に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
ま
ぶ
い
九
切

な
テ
ー
マ
で
す
。
お
／
り
二
目

の
少
し
不
自
由
な
人

い

1 4

書

宍

楽

し
め
る
よ
う
に
、
「
大
1
字
お
コ

ー
ナ
ー
」
も
あ
り
ま
1
。
毎
ま
十

日
は
｀
新
し
い
本
が
1
2
架

・

べ

ら
れ
る
日
。
一
ヵ
月

に

ま

づ
ぺ
れ

着

コ
ー
ナ
ー
」
に
置
か

パ
む

す
。
お

目
当
て
の
本
は
こ
こ
4
ど
工
ぞ
。

　

大
野
市
や
福
井
県
」
つ
大
て
詳

し
く
知
り
た
い
と
き

こ

、
W
料
室

の
中
に
郷
土
資
料
が
1
集
ぎ
れ
て

い
ま
す
。
一

　

児
童
室
は
児
童
1
コ
ー
7
I
と

じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
の
一
絵
本
一
コ
ー
ナ

ー
に
な
っ
て
い

・
・
絵
「
J
ま
コ
ー

ナ
ー
は
南
側
が

心
ご

な
ガ
ー
ラ
ス
血

で
日
当
た
り
が
よ
一
、
大
1
明
る

い
部
屋
で
す
。
子
1
た
ち
1
靴
を

脱
い
で
、
じ
ゅ
う
た
I
ん
の
万
に
座

っ
て
自
由
に
伸
び
伸
ご
と
苓
を
読

ん
で
い
ま
す
。
一
一

水の本コーナー‥



読
み
た
い
本
を
リ
ク
エ
ス
ト

　

一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
本

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
借
り
る

と
き
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で
貸
出
申
込

書
を
書
き
、
貸
出
券
を
作
成
。
一

人
五
冊
ま
で
二
週
間
借
り
る
こ
と

が
で
き
、
期
間
の
延
長
も
可
能
で

す
。
保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
や

各
種
団
体
へ
は
団
体
貸
出
も
行
っ

て
い
ま
す
。
団
体
貸
出
は
何
冊
で

も
1
ヵ
月
間
可
能
で
す
。

　

雪
の
多
い
大
野
市
で
は
、
冬
期

間
図
書
館
へ
行
き
た
く
て
も
な
か

な
か
行
け
な
い
人
も
い
る
よ
う
で

す
。
そ
の
た
め
十
二
月
中
旬
か
ら

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
、
冬

期
特
別
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
何
冊
で
も
三
週
間
借
り
る
こ

と
が
で
き
、
遠
方
の
人
や
お
年
寄

り
に
好
評
で
す
。

　

読
み
た
い
本
が
貸
出
中
の
場
合

は
予
約
を
す
れ
ば
、
本
が
戻
り
次

第
連
絡
を
し
ま
す
。
ま
た
、
読
み

た
い
本
が
図
書
館
に
な
い
場
合
に

は
、
市
外
の
図
書
館
か
ら
借
り
た

り
、
購
入
し
た
り
し
て
要
望
に
お

応
え
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
の
本
や
資
料
の
写
し
が

欲
し
い
場
合
に
は
、
実
費
で
コ
ピ

ー
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
で
す
。

　

毎
年
八
月
に
は
、
雑
誌
月
間
に

ち
な
ん
で
前
年
の
雑
誌
を
一
部
を

除
い
て
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

講
演
会
や
人
形
劇

　
　

楽
し
み
い
っ
ぱ
い

　

図
書
館
で
は
本
の
貸
し
出
し
ば

か
り
で
は
な
く
、
館
の
内
外
で
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
作
家
を
招
い
て
講
演
会
を
開

い
た
り
、
草
木
染
め
や
折
り
紙
・

お
話
の
教
室
な
ど
を
開
い
た
り
し

て
い
ま
す
。
子
供
や
親
子
を
対
象

に
毎
年
、
人
形
劇
団
の
公
演
・
ク

リ
ス
マ
ス
会
・
映
画
会
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　

あ
る
一
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

何
冊
か
の
本
を
紹
介
す
る
こ
と
を

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
い
い
ま
す
。
子

供
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
面
白
い
本

に
出
会
え
る
よ
う
に
と
、
司
書
が

学
校
な
ど
に
伺
っ
て
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
を
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る

方
は
、
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

お
は
な
し
会
に
協
力
を

　

図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
し
ば

ら
く
の
間
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
で
毎
週
土
曜
日
に
絵
本
コ
ー

ナ
ー
で
子
供
を
対
象
に
「
お
は
な

し
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
不
足
で
活
動
が

中
断
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
再
開
に
向
け
て
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
中
で
す
。

子
供
の
好
き
な
人
、
絵
本
の
好
き

な
人
、
「
お
は
な
し
会
」
に
興
味

の
あ
る
人
は
図
書
館
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

新
し
い
利
用
力
－
ド
発
行

　

図
書
館
で
は
平
成
八
年
度
内
に

貸
し
出
し
が
O
A
化
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
本
一
冊
に
つ
き
一
枚

の
貸
出
券
が
必
要
で
し
た
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
に
よ
り
一
枚

の
カ
ー
ド
で
何
冊
で
も
借
り
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
｀

　

新
し
い
カ
ー
ド
の
受
付
は
九
月

一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
行

い
ま
す
。
申
込
書
は
図
書
館
に
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
］

気
軽
に
話
し
か
け
て

　

図
書
館
に
来
て
読
み
だ
け
本
が

見
つ
か
ら
な
い
と
き
斗
ど
の
本

を
使
っ
て
調
べ
れ
ば
よ
い
心
か
分

か
ら
な
い
と
き
は
、
気
軽
に
職
員

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
｛
図
ｔ
曰
館
を

上
手
に
利
用
し
て
た
「
さ
大
良
い

本
と
出
会
い
ま
し
よ
ヲ
・
一

開
館
時
間
火
～
±
4
＝
7
前
十

　

時
～
午
後
六
時
日
曜
1
午
前

　

九
時
～
午
後
五
1
一

休
館
日
月
曜
日
・
第
子
曜
日

　

●
第
三
日
曜
日
二
祝
日
一
．
年
末

　

年
始
・
図
書
の
1
検
整
曹
期
間

問
合
せ
先
大
野
1
図
書
ｔ

　
　

（
酋
6
5
・
5
5
0

一
〇
）
t
で

貸し出しがOA化されます

仲間と本を楽しもう

　　

3つの読書会

　

ただ本を読むだけではなく、

ほかの人の感想などを聞いて、

もう1度その本を楽しんでみて

はいかがでしょうか。現在3グ

ループが活動しています。興味

のある方は、一度のぞいてみま

せんか。

大野読書会毎月第3金曜日

　　　　　　　

午後1時30分～

菜の花読書会毎月第4土曜日

　　　　　　　

午後1時30分～

上庄読書会日時は図書館へ

　　　　　　　

問い合わせを

　

絵本を楽しんでいます

池田直美さん・佳菜子ちゃん

　　

暁彦くん（月美町）

　

子供に絵本を読むために、親子

でよく図書館を利用しています。

子供を持って初めて絵本と出会

い、絵本の素晴らしさが分かりま

した。本を通じて家族の会話も深

まっています。図書館で良い本を

どんどん紹介してください。
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市
教
育
委
員
会
で
は
今
年
度
、
二
十
一
世

紀
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
児
童
生
徒
を
育
て

よ
う
と
、
「
二
十
－
世
紀
に
飛
翔
く
児
童
生

徒
の
育
成
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ

の
中
で
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
北
海
道
三
石

町
と
茨
城
県
古
河
市
へ
市
内
の
小
中
学
生
を

三石第二中学校の生徒たちと

歌笛神社で三石町の阪井さんの説明を聞く

三
石
町

　

市
内
の
中
学
生
三
十
人
が
、
八

月
五
日
か
ら
五
日
間
の
日
程
で
三

石
町
な
ど
を
訪
問
。
生
徒
た
ち
は

三
石
町
で
大
歓
迎
を
受
け
、
五
日

は
市
出
身
者
の
十
五
軒
に
民
泊
し

親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

六
日
は
三
石
第
二
中
学
校
の
生

徒
た
ち
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
交
流
。
地
元
中
学
生

の
中
に
は
、
小
学
生
の
と
き
に
大

野
を
友
好
訪
問
し
た
生
徒
た
ち
も

含
ま
れ
て
い
て
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
初
め
て

の
乗
馬
体
験
が
印
象
に
残
っ
た
よ

う
で
す
。

　

北
海
道
の
三
石
町
と
大
野
市
は

深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
明
治
二

十
三
年
に
旧
富
田
村
の
林
親
子
が

現
在
の
三
石
町
歌
笛
地
区
に
入
植

し
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
す
。

　

明
治
四
十
五
年
ご
ろ
ま
で
に

は
、
大
野
か
ら
多
く
の
人
が
移
住

し
集
落
も
作
り
ま
し
た
。
歌
笛
地

区
に
は
、
市
出
身
者
た
ち
の
足
跡

が
多
く
残
り
、
大
野
を
し
の
ん
で

建
て
た
歌
笛
神
社
が
あ
り
ま
す
。

三
石
町
の
概
要

地
勢
北
海
道
の
南
西
部
の
日
高

　

地
方
に
位
置
し
、
襟
裳
岬
の
近

　

く
。
南
は
太
平
洋
に
面
し
、
北

　

に
は
日
高
山
脈
が
連
な
る
。

面
積
三
百
四
十

　

六
・
二
二
平
方
い

　

（
大
野
市
の
約
三

　

分
の
二
）

人
口
約
五
千
七
百

　

人
特
産
良
質
の
「
日

　

高
三
石
昆
布
」
・
オ

　

グ
リ
キ
ャ
ッ
プ
な

　

ど
の
競
走
馬
の
産

　

地
と
し
て
有
名

三石のことがよく分かり、

　　

もう一度行きたいです

陽
明
中
二
年

　

大
倉
孝
史
く
ん

　

民泊先のおじさん・おばさんにとても

親切にしていただきました。三石と大野

との関係や開拓の苦労話、今の三石のこ

となどいろいろと話ができて大変勉強に

なりました。三石は競走馬が多く飼われ

ていて、乗馬の体験もできうれしかった

です。もう一度三石へ行って、もっとい

ろいろなところを見たいと思います。



・レJ・；河．より

派
遣
し
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
ふ
る
さ
と
探

検
隊
と
し
て
小
中
学
生
六
十
人
が
歴
史
隊
と

自
然
隊
を
組
織
し
、
身
近
に
あ
る
文
化
・
歴

史
・
自
然
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
大
野
を
再

認
識
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

歴史クイズにチャレンジ、何問できたかな（御清水）

中はどうなってるの（大矢戸古墳）

縄
文
式
土
器
を
発
見

　
　
　

（
佐
開
遺
跡
）

歴
史
隊

　

七
月
こ
十
四
日
か
ら
二
十
七
日

ま
で
の
四
日
間
、
小
中
学
生
三
十

人
が
市
街
地
や
周
辺
の
史
跡
や
文

化
財
を
実
際
に
訪
れ
、
自
分
の
目

で
確
か
め
る
こ
と
で
大
野
の
歴
史

を
学
び
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
説
明
を
聞
き
な
が

ら
歴
史
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
解
い

た
り
、
座
禅
の
体
験
を
し
た
り
し

て
文
化
・
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。

自
然
隊

　

歴
史
隊
と
同
じ
く
七
月
二
十
四

日
か
ら
こ
十
七
日
ま
で
の
四
日

間
、
小
中
学
生
三
十
人
が
、
経
ヶ

岳
に
登
っ
た
り
、
真
名
川
の
上
流

部
を
歩
い
て
訪
れ
た
り
し
て
、
大

野
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

動
植
物
や
地
理
に
つ
い
て
も
学

習
し
、
キ
ャ
ン
プ
で
は
自
分
た
ち

で
炊
事
も
経
験
し
ま
し
た
。

巨岩に触れる（南六呂師）

うまく鳴るかな、草笛

経ケ岳登山に挑戦

古
河
市

　

八
月
七
～
九
日
、
小
学

生
三
十
人
が
姉
妹
都
市
の

古
河
市
を
訪
問
。
地
元
小

学
生
た
ち
と
両
市
の
歴
史

に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
作
品
の
交
換
を
し

た
り
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
渡
良
瀬
遊
水
池
や

歴
史
博
物
館
な
ど
も
見
学

し
、
意
義
の
あ
る
四
日
間

で
し
た
。



市
長
へ
の
メ
ツ
セ
ー
り
募
集

テ
ー
マ
は
「
力
強
い
大
野
を
実
現
す
る
た
め
に
Ｌ

　

市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
募

集
し
ま
す
。
今
月
号
の
「
広
報
お

お
の
」
に
用
紙
を
折
り
込
ん
で
全

戸
に
配
布
し
、
九
月
末
ま
で
郵
便

（
切
手
不
要
）
で
受
け
付
け
を
し

ま
す
。

　

今
回
、
募
集
す
る
テ
ー
マ
は

「
力
強
い
大
野
を
実
現
す
る
た
め

に
」
で
す
。
産
業
の
振
興
や
社
会

基
盤
の
整
備
な
ど
財
政
力
の
強
い

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
ど
の
よ
う
な

施
策
や
ア
イ
デ
ア
が
考
え
ら
れ
る

で
し
ょ
う
か
。

　

配
布
し
た
専
用
の
用
紙
を
使
っ

て
、
具
体
的
に
あ
な
た
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
内
容
は
ソ

フ
ト
面
で
も
ハ
ー
ド
面
で
も
結
構

で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
手
紙
は
、
す
べ

て
市
長
自
身
が
目
を
通
し
、
実
現

可
能
な
も
の
は
、
今
後
の
市
の
施

策
に
反
映
さ
せ
る
方
針
で
す
。
ま

た
、
集
計
結
果
の
概
要
に
つ
い
て

は
「
広
報
お
お
の
」
で
紹
介
す
る

予
定
で
す
。

市
政
全
般
の
意
見
は

　

「
や
ま
び
こ
」
な
ど
へ

　
　

「
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
以

外
の
市
政
全
般
へ
の
意
見
・
要
望

な
ど
は
、
市
民
提
案
箱
「
や
ま
び

こ
」
と
市
政
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
公

⑥
6
5
・
2
0
0
0
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
昨
年
度
は
百
三
十
通
で

二
百
二
十
四
件
の
提
案
な
ど
が
あ

り
、
す
べ
て
本
人
に
回
答
し
ま
し

た
。

問
合
せ
先
市
役
所
秘
書
広
報
課

　
　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
2

　

2
2
）
ま
で

福祉課の

回9WUElgSF；lk’、Q

－ご存じですか一

福
祉
手
当
制
度

★
児
童
扶
養
手
当

　

母
子
家
庭
の
児
童
や
、
父
親
に

一
級
程
度
の
身
体
に
障
害
が
あ
る

家
庭
の
児
童
を
養
育
す
る
母
親
ま

た
は
母
親
に
代
わ
っ
て
養
育
す
る

人
に
、
児
童
が
十
八
歳
に
な
る
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
遺
族
年
金
な

ど
の
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
と

き
は
非
該
当
）
た
だ
し
、
手
当
の

請
求
を
母
子
（
父
子
）
家
庭
な
ど

に
な
っ
て
か
ら
五
年
以
内
に
し
な

い
と
、
手
当
を
受
け
る
資
格
が
な

く
な
り
ま
す
。

　

【
現
在
受
給
中
の
人
で
、
八
月
中

　

に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い

　

人
は
、
早
急
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
提
出
が
な
い
と
支
給
が

　

停
止
さ
れ
ま
す
」

★
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

二
十
歳
未
満
で
、
中
程
度
以
上

の
障
害
を
持
つ
在
宅
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
障
害
児
福
祉
手
当

　

二
十
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手

帳
一
級
、
二
級
の
一
部
ま
た
は
療

育
手
帳
A
I
ラ
ン
ク
を
持
ち
、
在

宅
の
重
度
障
害
児
の
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
（
特
別
児
童
扶
養
手
当

と
併
給
可
）

★
特
別
障
害
者
手
当

　

二
十
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
一
級
程
度
お
よ
び
療
育
手

帳
Λ
I
ラ
ン
ク
程
度
の
重
複
す
る

障
害
を
持
ち
、
常
時
介
護
が
必
要

な
在
宅
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
長
期
入
院
患
者
は
除

か
れ
ま
す
。

★
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
福
祉

　

手
当

　

在
宅
で
公
的
年
金
や
他
の
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
人
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
。
級
ま
た

　

は
二
級
の
人

②
療
育
手
帳
の
Λ
ラ
ン
ク
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
三
級
か
つ

　

療
育
手
帳
の
B
I
ラ
ン
ク
の
人

※
こ
れ
ら
の
手
当
に
は
、
所
得
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
助
成
制
度

◆
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　

満
一
石
ま
歳
未
満
の
児
竜
を
養
育

し
て
い
る
母
子
（
父
子
）
家
庭
の

母
（
父
）
お
よ
び
児
童
（
在
学
中

の
者
）
、
ま
た
は
一
人
暮
ら
し
寡

婦
の
保
険
診
療
負
担
金
（
入
院
時

給
食
費
一
部
負
担
金
、
訪
問
看
護

な
ど
も
含
む
）
を
助
成
し
ま
す
。

◆
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　

一
～
三
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

や
A
～
B
I
の
療
育
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
の
保
険
診
療
負
担
金
（
老

人
医
療
一
部
負
担
金
、
入
院
時
給

食
費
一
部
負
担
金
、
訪
問
看
護
な

ど
も
含
む
）
を
助
成
し
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
医
療
費
助
成
制
度
に

は
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
乳
幼
児
医
療
費
助
成

　

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
保
険
診

療
負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

児
童
手
当
現
況
届
は

　
　
　

お
済
み
で
す
か

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

現
況
届
を
六
月
中
に
提
出
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
届
け
が
な
い

と
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
ま
だ

の
人
は
、
至
急
、
市
役
所
福
祉
課

児
童
福
祉
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

　

市
役
所
福
祉
課

　

（
豊
6
6
●
1
1
1
1
・
）
ま
で



エキサイティング

スポーツ

情X報

●
第
一
回

　

大
野
市
ス
ポ
レ
ク
祭

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
で
、

明
る
く
健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
1
0
月
1
0
日
④

種
目
・
場
所
・
時
間
［
ソ
フ
ト
バ

　

レ
ー
ボ
ー
ル
］
エ
キ
サ
イ
ト
広

　

場
・
午
前
9
時
4
5
分
「
バ
ウ
ン

　

ド
テ
ニ
ス
」
有
終
会
館
・
午
前

　

1
0
時
【
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
】
有

　

終
西
小
学
校
・
午
前
9
時
5
0
分

　
　

［
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
］
真
名
川

　

憩
い
の
島
・
午
前
9
時
5
0
分

　
　

［
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
］
有
終
南
小

　

学
校
・
午
前
1
0
時
5
分
【
サ
イ

　

ク
リ
ン
プ
】
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

　

集
合
（
宝
慶
寺
い
こ
い
の
森
往

　

復
）
・
9
時
4
0
分

※
各
種
目
の
内
容
や
参
加
資
格
な

ど
は
、
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
1
人
1
種
目
と
し
、

　

所
定
の
用
紙
で
市
教
育
委
員
会

　

ス
ポ
ー
ツ
課
か
各
公
民
館
ま
で

締
切
9
月
1
0
日
収
（
サ
イ
ク
リ

　

ン
グ
の
み
9
月
3
0
日
⑥
）

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
ス
ポ

　

ー
ツ
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
5
3
1
）
ま
で

●
初
心
者
空
手
教
室

日
時
1
0
月
1
8
日
吟
・
H
月
1
日

　

②
・
8
日
②
・
1
5
日
参
・
2
2
日

　

②
午
後
7
時
～
9
時
3
0
分

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
小
学
生
以
上
の
男
女

受
講
料
1
0
0
0
円

定
員
先
着
1
0
人

申
込
・
問
合
せ
先
市
勤
労
青
少

　

年
ホ
ー
ム
（
容
6
5
・
7
2
2
1
）

　

ま
で

●
奥
越
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

　

テ
ニ
ス
大
会

日
時
9
月
2
2
日
⑨
午
前
9
時
試

　

合
開
始
雨
天
の
場
合
は
m
一
月

　

2
0
日
⑧
に
延
期

場
所
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

参
加
資
格
大
野
市
、
勝
山
市
、

　

和
泉
村
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

　

る
人
。
た
だ
し
過
去
の
本
大
会

　

で
の
ベ
ス
ト
2
、
市
大
会
で
の

　

ベ
ス
ト
4
は
除
く

試
合
方
法
6
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ

参
加
料
1
ペ
ア
2
0
0
0
円
で

　

団
体
別
に
納
入
（
当
日
持
参
）

申
込
方
法
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

　

年
齢
、
所
属
団
体
、
電
話
番
号

　

を
明
記
の
う
え
、
郵
便
ま
た
は

　

フ
ァ
ク
ス
で

締
切
9
月
1
2
日
④

申
込
・
問
合
せ
先
〒
9
1
2
大

　

野
市
日
吉
町
7
－
1
3
市
テ
ニ

　

ス
協
会
井
上
智
晴
さ
ん
（
酋

　

6
6
・
2
5
6
5
フ
ァ
ク
ス
6
6
・

　

1
1
6
0
）
ま
で

●
初
心
者

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

期
間
1
0
月
7
日
⑥
か
ら
3
月
2
4

　

日
⑥
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
午

　

後
7
時
3
0
分
～
9
時

場
所
有
終
西
小
学
校
体
育
館

受
講
料
2
0
0
0
円
（
6
ヵ
月

　

分
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

準
備
物
ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
靴

締
切
9
月
2
0
日
毎

問
合
せ
先
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
清
水
啓
司
さ
ん
（
a
6
6
・
4

3
3
6
午
後
6
時
～
）
ま
で

申
込
先
谷
口
理
髪
店
（
神
明
町

　

1
1
（
x
）
豊
6
6
・
C
O
O
J
C
D
C
＾
）

　

ま
で

●
大
野
青
年
の
家

　

エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
大
会

日
時
9
月
2
9
日
⑩
午
前
1
0
時

場
所
大
野
青
年
の
家
体
育
館

参
加
料
無
料

試
合
方
法
6
人
I
チ
ー
ム
の
団

　

体
戦
と
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス

申
込
方
法
所
定
の
参
加
申
込
書

　

に
傷
害
保
険
料
（
1
人
5
0
円
）

　

を
添
え
て

締
切
9
月
1
4
日
①

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
青
年
の

　

家
（
豊
6
5
・
7
1
0
3
）
ま
で

施設
スポツ｜・？

⑩宝慶寺いこいの森

　

大
野
市
宝
慶
寺
い
こ
い
の
森
は

市
街
地
か
ら
約
十
こ
い
離
れ
た
宝

慶
寺
地
区
の
高
台
に
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
に
市
民
の
保
健
、

休
養
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
三
万
平
方
口
の
敷
地
に
テ
ン

ト
三
十
張
百
五
十
人
収
容
可
能
な

キ
ャ
ン
プ
場
、
芝
生
広
場
、
炭
焼

き
窯
、
間
伐
展
示
林
な
ど
が
あ
り

自
然
の
中
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
と
し
て
だ
れ
で

も
利
用
で
き
ま
す
。

　

近
く
に
は
、
曹
洞
宗

大
本
山
永
平
寺
の
第
二

道
場
「
宝
慶
寺
」
が
あ

り
ま
す
。
「
宝
慶
寺
」

に
は
多
く
の
文
化
財
が

あ
り
、
予
約
を
す
れ
ば

宝
物
殿
の
拝
観
や
座
禅

体
験
が
で
き
ま
す
。
部

子
山
、
銀
杏
峰
に
源
を

発
す
る
清
滝
川
で
は
、

ア
マ
ゴ
釣
り
が
楽
し
め

ま
す
。
こ
の
清
流
を
利

用
し
た
ア
マ
ゴ
養
魚
場

も
あ
り
ま
す
。

　

い
こ
い
の
森
に
は
、
林
業
振
興

セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
、
実
習
室
、

講
義
室
も
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
や
企

業
な
ど
の
研
修
会
に
利
用
さ
れ
、

好
評
で
す
。
宿
泊
も
で
き
ま
す
。

　

い
こ
い
の
森
は
、
夏
で
も
涼
し

く
静
か
で
環
境
の
良
い
と
こ
ろ
で

す
。
寝
具
、
炊
事
用
具
の
貸
し
出

し
、
食
事
材
料
の
あ
っ
せ
ん
も
し

て
い
ま
す
。
炊
事
場
、
ト
イ
レ
、

救
護
室
も
完
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
期
間
5
月
～
H
月

使
用
申
込
・
問
合
せ
先
大
野
市

　

林
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
大
野
市

　

宝
慶
寺
1
3
－
3
0
豊
6
4
・
1
1

　

4
5
）
も
し
く
は
大
野
市
役
所

　

林
務
課
（
大
野
市
天
神
町
1
－

　

1
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
C
O

　

2
2
）
ま
で
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食中毒にご注意

い
つ
も
清
潔
に
心
掛
け

ま
ず
は
手
洗
い
か
ら

　

今
ま
で
食
中
毒
は
、
原
因
も
は
っ
き
り
し
発
生
件
数
も

全
国
で
年
間
干
件
足
ら
ず
で
、
発
病
し
て
も
死
に
至
る
よ

う
な
こ
と
は
ま
れ
で
し
た
。
し
か
し
、
病
原
性
大
腸
菌
○

－
1
5
7
の
よ
う
に
非
常
に
強
力
な
細
菌
が
暴
れ
だ
す
と

も
う
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
正
し
い
知
識
と

予
防
の
た
め
に
今
回
は
食
中
毒
を
取
り
上
げ
ま
す
。

九
月
も
食
中
毒
に
注
意

　

今
年
は
病
原
性
大
腸
菌
0
－
1

5
7
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
全
国
で

患
者
、
感
染
者
が
九
千
人
以
上
に

上
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
食
中

毒
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
に
食
中
毒
の
発
生
は
、
六

・
七
月
の
梅
雨
時
に
一
つ
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
ま
す
が
、
秋
口
の
九
月

に
も
う
一
つ
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

涼
し
く
な
っ
た
と
い
う
油
断
が
食

物
の
温
度
管
理
に
注
意
を
欠
い
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。

予
防
の
大
原
則

　

食
中
毒
発
生
で
比
較
的
に
多
い

の
は
、
今
年
は
O
－
1
5
7
で
し

た
が
、
従
来
は
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
、

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
菌
も
次

の
点
に
注
意
す
れ
ば
、
感
染
、
発

病
は
避
け
ら
れ
、
む
や
み
に
恐
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

清
潔

①
手
指
を
清
潔
に
す
る
。
流
水
と

　

せ
っ
け
ん
で
指
先
か
ら
ひ
じ
ま

　

で
、
て
い
ね
い
に
洗
う
。
（
特

　

に
皿
に
盛
る
と
き
や
サ
ラ
ダ
を

　

作
る
と
き
）

②
食
材
、
台
所
用
品
を
清
潔
に
す

　

る
。
冷
蔵
庫
の
中
で
食
材
か
ら

　

食
材
に
移
る
場
合
も
あ
る
の
で

　

材
料
を
よ
く
洗
う
。
ま
な
板
、

　

ふ
き
ん
も
要
注
意
。

③
調
理
を
す
る
人
自
身
も
清
潔
に

　

す
る
。
体
調
の
悪
い
と
き
は
（
下

　

痢
、
切
り
傷
な
ど
）
は
休
む
。

　

ま
た
帽
子
や
白
衣
な
ど
は
き
れ

　

い
な
物
を
着
用
す
る
。

身の回りの衛生
加
熱

　

0
－
1
5
7
は
、
七
十
五
度
の

熱
で
一
分
間
加
熱
す
る
と
死
滅
す

る
。
一
般
細
菌
も
熱
に
弱
い
。
最

近
冷
凍
食
品
が
普
及
し
て
い
る
が

中
身
ま
で
火
を
通
す
こ
と
が
大
切
。

迅
速①

な
ま
物
は
冷
蔵
庫
で
保
存
し

　

て
あ
っ
て
も
過
信
し
な
い
こ
と
。

　

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
は
、
三
時
間

　

で
一
個
の
菌
が
こ
十
六
万
個
に

　

ま
で
増
殖
す
る
。

②
調
理
し
た
物
は
、
そ
の
日
の
う

　

ち
に
食
べ
る
。
作
り
過
ぎ
に
注

　

意
し
、
余
っ
た
物
は
な
る
べ
く

　

捨
て
る
。

体
力
づ
く
り
で

抵
抗
力
ア
ッ
プ

　

な
ま
水
は
な
る
べ
く
飲
ま
な
い

よ
う
に
注
意
し
、
家
庭
用
の
飲
料

水
は
、
定
期
的
に
水
質
検
査
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

同
じ
環
境
で
感
染
し
て
も
発
病

す
る
人
と
し
な
い
人
が
出
て
き
ま

す
。
こ
れ
は
体
力
の
差
に
よ
り
、

免
疫
力
、
抵
抗
力
の
違
い
が
生
ま

れ
る
た
め
で
す
。
疲
れ
て
い
る
と

き
や
病
後
な
ど
に
は
、
特
に
注
意

し
、
日
ご
ろ
か
ら
体
力
づ
く
り
を

行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

日
本
は
近
代
的
に
な
っ
た
結
果
、

人
々
は
無
菌
に
近
い
状
態
で
成
長

し
、
免
疫
力
、
抵
抗
力
の
少
な
い

体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
食
中
毒
に
気
を
付
け
、
安
全
な

生
活
を
心
掛
け
ま
し
よ
う
。

温度管理

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（容65－7333）



暮
ら
し
の

ア
ダ
バ
イ
集
Ｚ

効果的に水分を取り

　　

エネルギー補給と

　　　　　　

持久カアップ

～スポーツドリンクの効用～

　

汗
を
か
い
た
後
は
、
冷
た
い
飲
み
物
な
ら
何
で
も
お
い

し
く
感
じ
ま
す
が
、
よ
り
効
果
的
に
水
分
摂
取
が
で
き
る

の
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
多
く
含
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

で
す
。
最
近
で
は
、
持
久
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
よ
う
な
新

商
品
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
向
け
て
上

手
な
水
分
の
取
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

運
動
す
る
前
に

　
　
　
　

ま
ず
糖
分
を

　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
種
類
を

大
き
く
分
け
る
と
、
水
分
補
給
の

も
の
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
の
も
の

と
が
あ
り
ま
す
。

　

水
分
補
給
の
点
で
は
、
水
で
十

分
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
は
汗
と
と
も
に
失
う

無
機
質
や
、
体
内
で
消
耗
す
る
ビ

タ
ミ
ン
類
を
同
時
に
補
う
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が

持
久
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
で
す
。
水
分
と
同
時

に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
料
と

な
る
糖
分
を
補
給
す
る
と
い
う
飲

料
で
す
。
運
動
前
に
糖
分
を
補
給

す
る
こ
と
で
最
後
ま
で
ス
タ
ミ
ナ

を
持
続
さ
せ
る
た
め
で
す
。

水
分
補
給
の
ポ
イ
ン
ト

　

汗
で
水
分
を
失
う
と
、
血
液
が

濃
縮
さ
れ
て
ど
ろ
ど
ろ
に
な
り
ま

す
。
す
る
と
筋
肉
へ
の
酸
素
、
栄

養
素
の
運
搬
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か

な
く
な
り
、
心
臓
に
か
か
る
負
担

が
大
き
く
な
り
ま
す
。
特
に
暑
い

時
期
に
は
発
汗
に
よ
る
体
温
調
節

も
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、
熱
中

症
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

水
分
は
汗
を
か
い
た
分
だ
け
補
給

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

次
の
点
に
注
意
し
て
適
度
な
水

分
補
給
を
行
い
ま
し
よ
う
。

①
糖
分
は
少
な
め
に

　
　

ほ
と
ん
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

　

ン
ク
は
、
糖
分
を
約
六
う
し
含
ん

　

で
い
ま
す
。
し
か
し
水
分
の
吸

　

収
が
最
も
速
い
の
は
、
糖
分
が

　

二
・
五
い
‥
以
下
の
も
の
で
す
。

　

糖
分
が
少
な
い
方
が
速
く
吸
収

　

す
る
よ
う
で
す
。

②
小
量
ず
つ
こ
ま
め
に
補
給

　
　

一
回
に
コ
ッ
プ
一
杯
ま
で
と

　

し
、
少
な
く
と
も
十
～
十
五
分

　

の
間
隔
を
あ
け
て
飲
む
よ
う
に

　

し
ま
し
よ
う
。

③
適
温
は
八
～
士
二
度

　
　

冷
た
く
し
て
お
く
と
、
の
ど

　

ご
し
が
さ
わ
や
か
で
す
が
、
冷

　

や
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　

よ
’
つ
。

二
日
酔
い
に
も
効
果
的

　

水
分
が
体
内
に
入
る
と
、
血
液

の
濃
度
は
ど
ん
ど
ん
薄
く
な
り
ま

す
。
元
の
状
態
に
戻
す
た
め
に
は
、

余
分
な
水
分
を
排
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む

と
ト
イ
レ
が
近
く
な
る
の
は
こ
の

た
め
で
す
。
し
か
し
水
分
が
出
て

も
ア
ル
コ
ー
ル
は
残
る
た
め
、
こ

れ
が
二
日
酔
い
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
飲
ん
だ
翌
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
で
体
内
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
と
回
復
が
速
ま
り
ま
す
。

顛生活に関するご楸は顔者楸センターへ・酋66・1111内線463（Iふ；）



市民信

傀÷……ジ

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
士

今月のスナップ

43度暑い！（暑さがまん大会）

＜るー・39登場 おおの図書館友の会

市
民
み
ん
な
が
楽
し
め
る
企
画
を

　

お
お
の
図
書
館
友
の
会
は
、
図

書
館
を
積
極
的
に
理
解
し
、
よ
り

良
い
図
書
館
づ
く
り
の
た
め
に
協

力
が
で
き
れ
ば
と
、
昨
年
の
九
月

に
利
用
者
の
有
志
が
集
ま
っ
て
誕

生
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
で
は
、
年
間
を
通
し
て

朗
読
会
や
講
演
会
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
子
ど
も
向
け
の

内
容
が
多
く
、
大
人
も
楽
し
め
る

企
画
を
自
分
た
ち
で
考
え
な
が
ら
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
映
画
「
日
本
一
短
い

母
へ
の
手
紙
」
の
試
写
会
や
染
め

物
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は

年
四
回
の
機
関
紙
発
行
や
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
教
室
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

と
企
画
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
宮
沢
賢
治
生
誕
百
年
を
記

念
し
た
企
画
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
を

モ
チ
ー
フ
に
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
＆

ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
と
題
し

た
星
座
観
賞
や
賢
治
の
童
話
朗
読

会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
十
月
に

は
公
募
に
よ
る
「
わ
た
し
の
賢
治

展
」
や
、
芥
川
賞
作
家
池
渾
夏
樹

さ
ん
に
よ
る
「
わ
た
し
の
賢
治
」

と
題
し
た
講
演
会
な
ど
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
は
会
員
の
発
案
に
よ

り
、
図
書
館
や
ほ
か
の
市
民

グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
て
運
営

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員

数
は
、
三
十
こ
人
で
す
が
、

女
性
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、

男
性
の
会
員
を
も
っ
と
増
や

し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

大
野
市
の
図
書
館
に
つ
い

て
会
員
た
ち
は
、
「
利
用
者

の
声
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
満

足
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
蔵

書
数
が
多
く
な
る
と
い
い
で

す
ね
。
O
A
化
に
よ
り
貸
し

借
り
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や

本
の
検
索
が
容
易
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

会
で
は
現
在
、
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
年
会
費
は
千
円

で
す
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
市
図
書
館
（
酋
6
5
・
5
5
0

0
）
ま
た
は
土
手
塚
史
郎
さ
ん

（
酋
6
9
・
9
0
0
0
）
ま
で
。

図議i775711i

6i！ij：i2

（i
●1‘．

お
い
し
い
水
が
い
つ
で
も

　
　

飲
め
る
大
野
が
好
き

　

服
部
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
中
野

工
業
団
地
に
完
成
し
た
福
井
大
倉

産
業
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
で
き

た
ば
か
り
の
職
場
で
張
り
切
っ
て

い
ま
す
。

　

両
親
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
京
都

で
生
ま
れ
、
大
野
で
育
ち
ま
し
た
。

職
場
の
研
修
で
京
都
に
行
き
ま
し

た
が
、
懐
か
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

大
野
は
小
京
都
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
京
都
と
同
じ
く
古
い
町
並

み
が
残
り
ゆ
っ
た
り
し
て
い
て
大

好
き
だ
そ
う
で
す
。
何
よ
り
も
お

い
し
い
水
を
、
い
つ
で
も
家
庭
で

飲
め
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
言

い
ま
す
。
た
だ
、
若
者
の
働
く
場

所
が
少
な
く
、
少
し
寂
し
い
気
が

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

趣
味
は
洋
裁
で
、
最
近
作
っ
た

黄
色
の
ブ
ラ
ウ
ス
が
お
気
に
入
り

で
す
。
山
菜
採
り
に
も
よ
く
出
か

け
る
そ
う
で
す
が
、
花
粉
症
な
の

で
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

お
し
と
や
か
に
見
え
ま
す
が
、

自
分
で
は
粘
り
強
さ
が
あ
る
反
面
、

好
き
嫌
い
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、

思
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
口
に
し
て
し

ま
う
こ
と
が
欠
点
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

服
部
さ
ん
は
「
美
し
い
自
然
を

残
し
な
が
ら
、
若
者
が
集
ま
る
よ

う
な
大
野
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
は
、
ぜ
ひ
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
に
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と

意
欲
的
で
す
。

昭怒捗池ん

（26歳・中挾3丁目）



私宅，ベノ．｀Cこ，そ

九
頭
竜
線
の
快
速
に
車
両
を
追
加
し
て

ｙ

　

私
は
福
井
市
で
働
い

て
お
り
、
通
勤
に
は
九

頭
竜
線
の
快
速
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
九
頭
竜

線
が
存
続
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
利
用
し
て
い
て
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
行
き

は
良
い
の
で
す
が
、
帰
り
の
午
後

六
時
八
分
福
井
発
の
快
速
は
一
両

で
あ
り
、
い
つ
も
混
雑
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
乗
り
降
り
だ
け
で

な
く
、
乗
車
中
に
も
不
都
合
を
感

じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
二
両
編
成
に
し
て
も

ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

（
会
社
員
・
匿
名
希
望
）

　

今
月
は
、
「
や
ま
び
こ
」
の
投

書
の
中
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

－
A
一
‥

　

－

　

列
車
運
行
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
な
の

で
、
J
R
越
前
大
野
駅

に
回
答
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
次
の
よ
う
な
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
つ
も
J
R
九
頭
竜
線
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
現
在
九
頭
竜
線
に
は
新

型
軽
快
気
動
車
が
全
部
で
六
両
あ

り
ま
す
。
そ
の
う
ち
一
両
は
点
検

用
の
予
備
車
で
、
残
り
五
両
で
運

用
し
て
い
ま
す
。

　

夕
方
の
福
井
発
は
、
四
時
四
十

五
分
発
が
二
両
、
六
時
八
分
発
の

快
速
が
一
両
、
六
時
三
十
八
分
発

が
二
両
で
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ

の
三
本
の
列
車
は
ど
れ
も
混
み
合

い
ま
す
が
、
快
速
は
速
い
う
え
各

駅
に
止
ま
ら
な
い
た
め
、
一
両
で

辛
抱
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
車
両
を
導
入
し
て
は
、

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
が
、
一
両

約
八
千
万
円
も
か
か
り
、
実
現
は

現
時
点
で
難
し
く
思
い
ま
す
。

　

何
か
良
い
考
え
は
な
い
か
と
検

討
中
で
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
越
前
大
野
鉄
道
部
長
）

※
市
で
は
、
大
野
市
民
号
や
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
、
利
用
助
成
な
ど
で

九
頭
竜
線
利
用
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
今
後
も
九
頭
竜
線
を
利
用

し
て
く
だ
さ
り
、
乗
客
増
の
た
め
、

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
生
活
環
境
課
長
）

　

”－’－－j’＾：：’’’l＾：

大
野
を
舞
台
に
映
画
を
自
主
製
作
・
上
映

　

米
村
和
由
オ
（
斐
よ
云

　

形
部
敏
弘
さ
ん
（
3
2
歳
大
和
町
）

　

米
村
さ
ん
と
形
部
さ
ん
は
、
仲

間
と
一
緒
に
大
野
を
舞
台
に
し
た

映
画
「
出
発
（
ス
タ
ー
ト
）
～
そ

れ
ぞ
れ
の
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
が
聞

こ
え
る
」
を
自
主
製
作
、
八
月
十

五
日
に
市
内
で
上
映
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
年
、
地
方
劇
団
の
大
野

公
演
に
協
力
す
る
た
め
結
成
さ
れ

た
「
歩
っ
歩
の
会
」
が
せ
っ
か
く

の
熱
意
を
消
す
の
は
お
し
い
と
、

映
画
製
作
に
挑
戦
。

　

米
村
さ
ん
は
そ
の
会
長
で
す
。

脚
本
と
監
督
を
務
め
た
形
部
さ
ん

は
、
映
画
を
作
る
こ
と
が
長
年
の

夢
だ
っ
た
と
い
う
映
画
フ
ァ
ン
。

普
段
は
見
慣
れ
た
街
角
や
自
然
も
、

構
図
に
決
め
る
と
新
鮮
で
、
新
た

な
魅
力
を
発
見
し
た
そ
う
で
す
。

　

米
村
さ
ん
は
「
出
演
者
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
す
る
の
に
苦
労

し
ま
し
た
。
映
画
を
見
た
人
が
自

分
で
も
何
か
で
き
る
と
感
じ
て
も

ら
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
形
部
さ
ん
は

「
み
ん
な
で
力
を
〈
口
わ
せ
た
結
果

に
は
満
足
し
て
い
ま
す
が
、
監
督

と
し
て
の
自
分
に
は
こ
れ
か
ら
で

す
」
と
意
欲
的
で
す
。
す
で
に
次

回
作
の
脚
本
を
、
米
村
さ
ん
が
書

き
始
め
て
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

「
歩
っ
歩
の
会
」
で
は
、
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
米
村
さ
ん
（
容
6
5

・
8
7
0
7
）
ま
で
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
尽
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
－
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

各事業所に調査票をお届けします。

事業所●企業統計調査に
ご協力を。

届いたら早めに

ご記入を。

10川日｜、令国－斤に・μ務所・企業統

計調査が行われます。‘拝業所・企業統
計調査は、国や都道府県、巾区町村な

どのこれからの行政を考えていくllで、
人切な基礎資料となるものです。

平成8年10月1日（火）

9月下旬から調査員がお伺いします。

総務庁統計局大野市



8年8月8日8時8分スタート

子供らが8づくしのサイクリング

　

8月8日に、富田地区のJrバレーボールチ

ームが8゛。のサイクリングを行いました。こ

れは、8が並んだ日に何か記念になることを

やろうと子供たちが発案、企画したものです。

当日朝、8時8分ちょうどに富田公民館を出

発。途中、大正8年8月8日生まれの山村す

ゑをさん（柿ケ嶋）を訪ね、88羽の折り鶴を

プレゼントしました。山村さんは突然の訪問

に驚きながらも、子供たちの心のこもった贈

n物岑憲んアいキトた＿

失われたふるさとの自然と歴史が再び

記録映画「西谷村」上映会

　

8月15日、有終会館で記録映画「西谷村」が

上映されました。これは旧西谷村が大風水害

により失われゆくふるさとの生活や文化、自

然を記録したもので、市視聴覚ライブラリー

が再生しました。当日は午前と午後の2回土

映しましたが、同村出身者ら300人以上が集

まり、当時の暮らしや離村の悲しみを思い起

こしていました。映画のビデオ版の貸し出し

をしています。詳しくは、市視聴覚ライブラ

リー（065・5500）まで。

中据工業団地に初の進出企業

永野家具工業が起工式

　

8月8日、中据工業団地に進出した地元家

具メーカーの永野家具工業が工場の起工式を

行いました。中据工業団地の総面積は約3万

平方航で、同社はその約4分の1にあたる

6．600平方奴を取得。9月に新工場と倉庫2棟

の建設に着手し、来年の1月に操業開始の予

定です。将来は、敷地内に障害者の社会復帰

のための授産所を建設する計画があります。

話詣回也詣祉柚肯＝4柚無㈱禰繊細6－1111



勅遇回底場

夏の夜に素朴な音色

神社で手づくりコンサート

　

8月5日夜、阿難祖地頭方の白山神社境内

で「こえさかみにみにコンサート」と題した

演奏会が開かれました。これは市民の有志で

つくる「この指ちゃまれの会」が企画したも

ので、会場設営や出演依頼、運営など自分た

ちで行いました。ハーモニカとフルート演奏

で幕開けし、アコーディオン演奏、琴の三重

奏などの響きが境内の森にこだまし、訪れた

約200人の観衆を魅了しました。

水にまつわる貴重な資料や器具

　　

水の民俗展開催中

　

豊かな水、とりわけ地下水に恵まれた大野

の人々が愛用した水に関係する道具や写真な

どを展示する「水の民俗展」が、8月10日か

ら市産業文化展示館で開かれています。会場

には、漁具の「下がりえば」や水害の絵図、

水にまつわる民話などが展示されています。

来場者の中には、古い写真を見て懐かしがる

場面も見られました。9月8日まで開催して

おり、入場料は大人200円、小中学生10

0円です。

みんなで乗って残そう

　

九頭竜線と乗合バス

　

JR九頭竜線（越美北線）とその沿線地域

の乗合バスの利用促進を図るため、8月11日

に九頭竜線を利用してイベントが行われまし

た。参加した親子やグループ約120人は、

午前10時に越前大野駅発の定期列車に乗り込

み、一乗谷駅で下車。乗合バスに乗り換え。

目的地の小次郎の里ファミリーパークへと向

かいました。現地で福井市からの乗合バスを

利用した参加者約100人と合流して、バー

ベキューやゲーム大会などを楽しみました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

9月

●
特
別
弔
慰
金
の
手
続
き
は

　

お
済
み
で
す
か

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、

戦
没
者
等
の
遺
族
の
う
ち
、
平
成

7
年
4
月
1
日
現
在
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の
受

給
権
を
有
す
る
遺
族
が
い
な
い
人

を
対
象
に
、
特
別
弔
慰
金
と
し
て

額
面
4
0
万
円
（
1
0
年
償
還
の
国
債
一

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
弔
慰
金
受
給
権
を
取
得

　

し
た
人
・
弔
慰
金
受
給
権
を
取

　

得
し
た
人
が
平
成
7
年
4
月
1

　

日
に
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
他

　

の
3
親
等
以
内
の
遺
族
で
戦
没

　

者
の
死
亡
前
1
年
以
上
、
生
計

　

を
共
に
し
て
い
た
遺
族

請
求
・
問
合
せ
先
市
役
所
福
祉

　

課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

7
3
）
ま
で

●
み
ん
な
で
健
康
ウ
ォ
ー
ク

日
時
m
一
月
1
0
日
④
午
前
9
時

　

～
午
後
3
時
3
0
分
小
雨
決
行

　

（
雨
天
の
場
合
は
健
康
教
室
）

集
合
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス
速
歩
コ
ー
ス
＝
1
0
ご
・

　

ま
ち
の
歴
史
コ
ー
ス
＝
6
ブ

（
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

参
加
料
無
料

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
雨
具

定
員
先
着
3
0
0
人
全
員
に

　

参
加
賞
あ
り

締
切
1
0
月
4
日
②

申
込
・
問
合
せ
先
市
保
健
セ
ン

　

タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3
3
3
）
ま

　

で
●
桃
木
峠
を
訪
ね
て

　

古
い
道
を
歩
き
、
周
辺
の
史
跡

や
文
化
財
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

日
時
1
0
月
2
0
日
⑧
午
前
8
時

　

集
合
・
午
後
3
時
3
0
分
解
散

集
合
場
所
市
役
所

コ
ー
ス
市
役
所
～
（
バ
ス
）
～

　

金
山
～
桃
木
峠
～
上
打
波
嵐
～

　

（
バ
ス
）
～
市
役
所

見
学
予
定
文
化
財
桃
木
峠
の
大

　

杉
・
峠
地
蔵
・
金
鉱
山
跡
な
ど

服
装
長
そ
で
・
長
ズ
ボ
ン
・
登

　

山
靴
ま
た
は
ズ
ッ
ク

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
雨
具
・

　

軍
手
・
し
好
品
な
ど

定
員
3
0
人
（
登
山
の
で
き
る
人
）

参
加
料
無
料

締
切
1
0
月
9
日
⑥

※
雨
天
の
場
合
、
コ
ー
ス
の
変
更

あ
り
。
標
高
差
約
5
0
0
□
で
所

々
沢
登
り
も
あ
り
。

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
文
化
振
興
室
（
容
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
5
4
7
）
ま
で

●
九
頭
竜
線
利
用
に
助
成
金

　

九
頭
竜
線
（
越
美
北
線
）
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
市
で
は
平

成
1
0
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
利
用
さ

れ
た
次
の
よ
う
な
人
に
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
金
の
申
請
期
間
は
1

年
間
で
あ
り
、
そ
の
場
で
助
成
金

を
受
け
取
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
1
5
名
以
上
の
団
体
利

　

用
の
乗
車
券
ま
た
は
回
数
券
を
、

　

越
前
大
野
駅
で
購
入
し
た
市
民

　

な
ど

助
成
額
【
団
体
利
用
】
九
頭
竜

　

線
利
用
区
間
の
運
賃
の
2
分
の

　

1
「
回
数
券
利
用
」
九
頭
竜
線

　

利
用
区
間
の
回
数
券
購
入
費
の

　

1
0
分
の
2

申
請
「
団
体
利
用
」
利
用
日
よ

　

り
1
年
以
内
に
越
前
大
野
駅
の

　

利
用
証
明
を
添
付
し
て
申
請

　
　

【
回
数
券
利
用
】
購
入
日
よ
り

　

1
年
以
内
に
購
入
し
た
回
数
券

　

を
提
示
し
て
申
請

申
請
・
問
合
せ
先
市
役
所
生
活

　

環
境
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
6
2
）
ま
で

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時
1
0
月
2
0
日
⑧
午
前
1
0
時

会
場
大
野
地
区
消
防
本
部

種
類
乙
種
4
類

受
験
資
格
特
に
な
し

必
要
な
書
類
受
験
願
書
（
大
野

　

地
区
消
防
本
部
に
準
備
）
・
6

　

ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
の

　

写
真
2
枚
・
試
験
手
数
料
の
払

　

込
受
付
証
明
書
（
所
定
の
も
の
）

受
験
料
3
4
0
0
円

受
付
期
間
9
月
5
日
④
～
9
月

　

1
3
日
②
（
上
日
を
除
く
）
午

　

前
9
時
～
午
後
5
時

提
出
方
法
持
参
ま
た
は
郵
送
で

　
　

（
郵
送
の
場
合
は
9
月
1
3
日
の

　

消
印
有
効
）

受
付
・
問
合
せ
先
（
財
）
消
防

　

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
福
井
県
支

　

部
（
〒
9
1
0
福
井
市
松
本
3

　

丁
目
1
6
o
福
井
県
福
井
合
同

　

庁
舎
内
a
0
7
7
6
・
2
1
・

　

7
0
9
0
）
ま
で

交通
安全

＞
k
H
＾
N

亨
ぶ
卜

危
な
い
運
転
中
の

携
帯
電
話

　

最
近
の
携
帯
電
話
の
普
及
率

は
、
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
同
時
に
、
運
転
中
携
帯

電
話
を
使
用
し
た
た
め
に
起
こ

る
事
故
の
件
数
も
急
増
し
て
い

ま
す
。
い
か
に
運
転
中
の
携
帯

電
話
の
使
用
が
危
険
な
の
か
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
運
転
中
の
電
話
は
、
運

転
に
邪
魔
な
細
か
い
操
作
が
多

く
、
し
か
も
そ
れ
が
長
時
間
続

く
こ
と
が
危
険
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
か
ば
ん
の
中
の
携
帯

電
話
を
探
し
た
り
、
電
話
番
号

を
押
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
長

時
間
の
わ
き
見
運
転
に
な
り
ま

す
。
ほ
ん
の
数
秒
と
思
っ
て
も
、

時
速
五
十
ご
で
走
行
す
る
車
は
、

一
秒
で
約
十
四
‐
も
進
み
ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
を
手
に
持
っ
て

い
る
と
片
手
運
転
に
な
り
ま
す
。

シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
で
も
片
手
運

転
に
な
る
の
で
、
そ
れ
自
体
が

悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

携
帯
電
話
で
は
何
分
間
も
続
く

こ
と
が
危
険
な
の
で
す
。
ま
た

電
話
を
持
つ
側
は
死
角
に
な
り

ま
す
。
何
よ
り
危
険
な
の
は
、

会
話
に
意
識
が
集
中
し
、
運
転

が
散
漫
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

や
は
り
自
動
車
運
転
中
は
、

電
源
を
切
っ
て
お
く
か
、
留
守

番
電
話
に
切
り
替
え
た
ほ
う
が

よ
い
で
し
ょ
う
。



●INFORMATION

●
市
総
合
文
化
祭

　

出
演
者
と
作
品
を
募
集

　

第
3
0
回
市
総
合
文
化
祭
が
H
月

1
日
か
ら
3
日
ま
で
、
有
終
会
館

と
文
化
会
館
（
旧
市
民
会
館
）
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
芸

能
部
門
の
出
演
者
と
展
示
部
門
の

作
品
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

芸
能
部
門
個
人
ま
た
は
団
体
の

　

演
奏
、
民
謡
、
踊
り
な
ど

展
示
部
門
絵
画
、
書
道
、
工
芸
、

　

写
真
、
そ
の
他
（
出
品
点
数
や

　

作
品
の
規
格
は
自
由
）

出
演
・
出
品
料
無
料

締
切
芸
能
部
門
＝
9
月
6
日
参

　

展
示
部
門
＝
1
0
月
9
日
⑥

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
文
化
振
興
室
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
5
4
7
）
ま
で

●
寝
た
き
り
予
防
講
座

　

本
音
と
笑
い
で
寝
た
き
り
を
語

り
、
楽
し
く
予
防
を
考
え
る
3
回

シ
リ
ー
ズ
で
無
料
の
集
い
で
す
。

日
時
9
月
3
0
日
⑥
・
1
0
月
2
日

　

④
・
4
日
②
午
後
1
時
3
0
分

　

～
3
時
3
0
分

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
生
活
介
護
研
究
所
坂
本

　

宗
久
氏

問
合
せ
先
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

（
容
6
5
・
7
3
3
3
）
ま
で

●
登
記
と
法
律
の
無
料
相
談

　

1
0
月
1
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

福
井
県
司
法
書
士
会
と
福
井
県
土

地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
福
井
地

方
法
務
局
の
後
援
で
、
土
地
や
建

物
の
相
続
、
売
買
な
ど
の
登
記
に

関
す
る
こ
と
、
訴
訟
手
続
き
に
関

す
る
こ
と
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
法
律
上
の
問
題
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
1
日
酋
午
前
1
0
時

　

～
午
後
4
時

場
所
大
野
公
民
館

●
企
業
活
力
維
持
の
た
め

　
　
　
　

早
期
に
時
短
を

　

現
在
週
4
0
時
間
労
働
制
が
猶
予

さ
れ
て
い
る
事
業
所
に
お
い
て
も
、

平
成
9
年
4
月
か
ら
す
べ
て
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

労
働
時
間
の
短
縮
は
、
急
に
明

日
か
ら
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
直
前
に
な
っ
て
慌
て
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
今
か
ら
計
画
的

な
労
働
時
間
の
短
縮
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

中
小
企
業
で
労
働
時
間
を
短
縮

す
る
た
め
、
省
力
化
投
資
や
新
た

な
雇
用
を
す
る
場
合
に
は
、
時
短

奨
励
金
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
大
野
労
働
基
準
監
督

　

署
（
容
6
6
・
3
8
3
8
）
ま
た

　

は
（
社
）
福
井
県
労
働
基
準
協

　

会
（
S
0
7
7
6
・
2
5
・
3
8

　

6
7
）
ま
で

●
9
月
9
日
は
救
急
の
日

　
　
　

応
急
手
当
講
習
会

　

9
月
9
日
は
救
急
の
日
で
す
。

救
急
車
は
緊
急
の
時
だ
け
利
用
し

ま
し
よ
う
。

　

大
野
地
区
消
防
本
部
で
は
、
救

急
の
日
に
ち
な
み
応
急
手
当
講
習

会
を
し
ま
す
。

時
間
午
前
9
時
～
正
午

場
所
大
野
地
区
消
防
本
部

内
容
応
急
手
当
の
ビ
デ
オ
上
映

　

・
心
肺
蘇
生
法
の
実
技
訓
練

問
合
せ
先
大
野
地
区
消
防
本
部

　
　

（
容
6
6
・
0
1
1
9
）
ま
で

●
行
政
書
士
会
に
よ
る

　
　
　
　

行
政
無
料
相
談

日
時
1
0
月
1
日
収
午
前
1
0
時

　

～
午
後
4
時

場
所
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

内
容
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
、

　

権
利
義
務
事
実
証
明
書
に
関
す

　

る
相
談

問
合
せ
先
車
庫
証
明
セ
ン
タ
ー

　
　

（
豊
6
5
・
3
7
8
5
）
ま
で

今年の国民健康保険証の

切り替えは10月1日

各家庭へ直接郵送されます

　

例年、4月1日で切り替わっていた市の国民健康保険証は、今年か

ら10月1日付けで切り替わります。保険証は9月末に各家庭へ「健康

だより」と一緒に郵送します。

　

これまで使っていた保険証は、10月11日までに今までどおり各区長

へお返しください。まとめて市へ返納されます。

　

10月12日以降は市役所市民課へ直接お返しください。

　

なお10月に入っても手元に届かない場合は、市民課国保係まで問い

合わせてください。

問合せ先

市役所市民課国保係

（豊66・1111内線457）まで

お
座
敷
列
車

「
大
野
市
民
号
」

　

今
年
の
お
座
敷
列
車
「
大
野
市

民
号
」
は
、
一
泊
二
日
で
静
岡
県

舘
山
寺
温
泉
の
旅
で
す
。
九
頭
竜

線
利
用
促
進
事
業
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
る
も
の
で
、
費
用
の
一
部

を
市
が
助
成
し
ま
す
。

　

参
加
受
付
は
、
9
月
2
4
日
収
か

ら
3
0
日
⑥
ま
で
で
す
。
申
込
者
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

旅
行
日
H
月
2
1
日
汚
～
2
2
日
面

行
き
先
静
岡
県
舘
山
寺
温
泉

集
合
午
前
8
時
3
0
分
ま
で
に
J

　

R
越
前
大
野
駅

対
象
1
8
歳
以
上
の
市
民
（
幼
児

　

の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
）

定
員
1
5
0
人

費
用
1
人
3
万
8
5
0
0
円

　

（
内
1
人
7
0
0
0
円
助
成
）

申
込
方
法
個
人
ま
た
は
ク
ル
ー

　

プ
（
5
人
以
内
）
で
、
所
定
の

　

申
込
用
紙
に
て

申
込
期
間
9
月
2
4
日
吉
～
3
0
日

　

⑥
そ
の
他
▼
申
込
用
紙
は
、
9
月

　

9
日
図
か
ら
市
役
所
生
活
環
境

　

課
も
し
く
は
J
R
越
前
大
野
駅

　

に
用
意
▼
抽
選
に
な
っ
た
場
合
、

　

当
選
さ
れ
た
人
に
の
み
連
絡

申
込
・
問
合
せ
先
市
役
所
生
活

　

環
境
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
6
2
か
4
6
3
）
ま
で



″

一
‘

図
セ
ン
ト
ポ
ー
リ
ア
の
花

　

尾
崎
正
子
さ
ん
（
陽
明
町
一
丁
目
）

　

陽
明
町
一
丁
目
の
尾
崎
正
子
さ
ん
（
6
2
歳
）

の
宝
は
、
見
事
に
咲
き
誇
っ
た
セ
ン
ト
ポ
ー

リ
ア
の
花
で
す
。
自
宅
の
六
畳
ほ
ど
の
部
屋

い
っ
ぱ
い
に
約
四
十
種
類
、
大
小
百
六
十
鉢

の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
セ
ン
ト
ポ
ー
リ
ア

は
、
東
ア
フ
リ
カ
が
原
産
で
ド
イ
ツ
や
ア
メ

リ
カ
で
品
種
改
良
さ
れ
、
日
本
で
も
多
く
見

か
け
ま
す
。
品
種
も
多
く
バ
イ
オ
技
術
の
進

歩
で
さ
ら
に
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

子
供
の
こ
ろ
か
ら
花
好
き
で
す
が
、
栽
培

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
尾
崎
さ
ん
の
お
い

が
育
て
て
い
た
セ
ン
ト
ポ
ー
リ
ア
を
譲
り
受

け
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

　

最
初
は
、
外
に
出
し
た
り
居
間
な
ど
に
置

い
て
い
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
高
山
植
物
な

の
で
温
度
管
理
が
難
し
く
、
枯
れ
る
こ
と
も

多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
今
で
は
、
自

宅
の
一
室
を
セ
ン
ト
ポ
ー
リ
ア
専
用
の
部
屋

と
し
、
夏
は
冷
房
、
冬
は
暖
房
を
し
て
い
ま

す
。
一
年
に
一
回
は
、
植
え
替
え
も
必
要
で

す
。
そ
の
苦
労
の
結
果
、
一
年
中
か
れ
ん
な

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
栽
培
の
難
し
さ
は

も
ち
ろ
ん
、
電
気
代
が
か
か
る
こ
と
が
悩
み

の
種
で
す
。

　

尾
崎
さ
ん
は
疲
れ
た
り
嫌
な
事
が
あ
る
と
、

こ
の
部
屋
で
過
ご
し
ま
す
。
花
に
囲
ま
れ
て

い
る
と
、
気
分
が
落
ち
着
き
心
が
休
ま
る
そ

う
で
す
。
ほ
か
の
花
も
大
好
き
で
す
が
、
雑

菌
や
虫
が
入
る
こ
と
が
嫌
で
作
り
ま
せ
ん
。

以
前
は
知
人
に
分
け
て
い
ま
し
た
が
、
栽
培

が
難
し
い
の
で
枯
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
多

く
、
花
が
か
わ
い
そ
う
な
の
で
や
め
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
種
類
や
数
を
増
や
し
た
い
気
持

ち
も
あ
り
ま
す
が
、
場
所
が
な
く
思
案
し
て

い
ま
す
。
花
を
見
な
が
ら
尾
崎
さ
ん
は
「
部

屋
や
庭
先
に
花
が
あ
る
だ
け
で
、
華
や
か
で

町
並
み
が
落
ち
着
き
ま
す
。
も
っ
と
街
角
に

花
が
増
え
る
と
よ
い
で
す
ね
」
と
、
孫
の
成

長
を
見
守
る
よ
う
な
表
情
で
し
た
。

市民のうごき

8月1日現在 前月比

世帯数 11，492世帯 15世帯

人口 41，480人 2人

内訳
男 19，821人 △4人

女 21，659人 6人

7月中の異動
転入 49人 出生 33人

転出 51人 死亡 29人

市内の交通事故状況（9ヵ、9）at）

件数内訳
平成8年

7月末

平成7年

7月末
比較

総件数 283件 322件 △39件

人

身
事

故

件数 75件 81件 △6件

死者 1人 O人 1人

傷者 96人 106人 △10人

物損事故 208件 241件 △33件

表
紙
の
こ
と
ば

　

七
月
二
十
七
～
－
二
十
日
、
麻

那
姫
湖
青
少
年
旅
行
村
の
秋
の

里
で
開
か
れ
た
「
お
お
の
ア
ウ

ト
ド
ア
グ
ラ
ウ
ン
ズ
」
に
、
清

水
國
明
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
と
し
て

招
待
。
カ
ヌ
ー
の
乗
り
方
を
教

え
た
り
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
ク

マ
猟
の
こ
と
を
お
も
し
ろ
お
か

し
く
話
し
た
り
し
て
、
子
供
た

ち
に
大
人
気
で
し
た
。

編
集
後
記

　

旧
盆
で
大
野
に
里
帰
り
を
し

た
人
の
顔
も
多
く
見
ら
れ
た
城

ま
つ
り
の
会
場
。
話
始
め
は
標

準
語
で
も
、
す
ぐ
に
懐
か
し
の

大
野
弁
に
戻
り
ま
す
。
最
近
は
、

各
地
に
旅
行
す
る
機
会
も
多
く

な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
ふ
る

さ
と
へ
の
旅
は
格
別
の
様
子
で

す
。
久
し
ぶ
り
の
大
野
は
ど
う

映
つ
た
で
し
ょ
う
か
。

／1眠見i弓・

　

朝
市
の
お
ば
さ
ん
た

ち
が
、
朝
五
時
半
こ
ろ

か
ら
、
採
れ
立
て
の
み

ず
み
ず
し
い
野
菜
や
花

を
七
間
通
り
の
指
定
の

場
所
で
売
り
始
め
る
。

Ａ
さ
ん
は
、
一
間
四
方
も
あ
る
大
ぶ
ろ
し
き
に

包
み
込
ん
で
き
た
サ
カ
キ
を
自
転
車
の
荷
台
か

ら
下
ろ
す
と
、
す
か
さ
ず
は
さ
み
で
切
り
さ
ば

き
、
手
際
よ
く
手
ご
ろ
な
束
に
ま
と
め
、
愛
想

よ
く
客
に
渡
し
て
い
く
▼
六
十
一
歳
の
時
夫
に

死
な
れ
途
方
に
く
れ
て
い
た
ら
「
こ
れ
か
ら
一

人
で
生
き
て
い
く
し
か
な
い
。
サ
カ
キ
売
り
を

し
な
さ
い
」
と
知
人
に
励
ま
さ
れ
「
よ
し
！
」

と
踏
ん
張
っ
て
や
り
始
め
て
か
ら
も
う
十
八

年
。
「
サ
カ
キ
は
私
の
命
の
次
に
大
事
な
も
の
」

と
い
う
朝
市
名
物
お
ば
さ
ん
で
あ
る
▼
大
矢
戸
、

大
門
、
丁
な
ど
自
転
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
片
道

一
時
間
余
り
。
炎
天
下
で
も
午
後
一
時
か
ら
四

時
ま
で
刈
り
取
り
、
帰
っ
て
水
に
つ
け
て
お
き

翌
朝
の
市
に
出
す
。
過
酷
な
仕
事
で
あ
る
が
、

お
ば
さ
ん
は
疲
れ
も
見
せ
ず
一
日
も
休
む
こ
と

も
な
く
、
歌
を
口
ず
さ
み
笑
顔
で
売
り
さ
ば
い

て
い
く
。
「
神
様
の
山
だ
か
ら
山
を
拝
み
、
お

礼
を
言
っ
て
か
ら
帰
る
し
、
や
ぶ
く
た
で
道
も

な
い
け
ど
迷
わ
ん
と
帰
っ
て
こ
れ
る
」
と
い
う

▼
こ
の
お
ば
さ
ん
を
は
じ
め
み
ん
な
の
キ
ャ
リ

ア
は
長
く
、
二
十
年
、
三
十
年
は
ざ
ら
で
あ
る
。

「
近
頃
は
ス
ー
パ
ー
に
押
さ
れ
気
味
だ
し
、
跡

継
ぎ
も
い
な
い
し
」
と
弱
音
を
吐
く
人
も
い
る

が
、
売
り
手
と
買
い
手
と
が
地
べ
た
に
し
や
が

み
こ
ん
で
、
世
間
話
も
交
え
な
が
ら
の
商
い
は
。

ス
ー
パ
ー
で
は
味
わ
え
な
い
温
か
み
が
あ
る
。

郷
土
の
観
光
の
目
玉
の
一
つ
と
し
て
も
、
み
ん

な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
守
り
続
け
た
い
も
の

で
あ
る
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
容
6
6
●
1
1
1
1
）
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